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慶應義塾図書館旧館 
三田2-15-45

絶世の美女が訴えてくるもの… 
慶應義塾図書館旧館 

赤羽橋 中之橋 新堀橋 

赤羽橋…三田1丁目、芝3丁目から東麻布1丁目、芝公園4丁目に至る 
中之橋…三田1丁目から東麻布1・2丁目に至る 
新堀橋…三田1丁目から東麻布2丁目に至る 

綱坂…三田2-3、2-5の間 
綱の手引坂…三田1-4、2-6の間 

大理石彫刻『手古奈』 
て　　こ　　な 

 〔文・写真 ■ 岩崎 秀顕〕 

写真提供： 
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　平安時代中期の武将、渡辺

綱（953～1025）に由来すると

言われる坂が三田にあります。

綱坂と綱の手引坂です。 

　源頼光に仕えた渡辺綱は「大江山の酒呑

童子退治」で有名で、「頼光の四天王」の一人

です。「羅生門の鬼退治」で知られる剣術の腕

前は、四天王の中でも一番だったと伝わってい

ます。 

　このあたりは以前三田綱町と呼ばれ、渡辺

綱の出生の地であるとの伝説があり、そこから

“綱”という名が地名や坂の名に残されている

ようです。 

　綱坂は、三田2丁目の慶應義塾大学西門の

道に沿ったところにあり、ひっそりと静かな雰囲

気の坂です。 

　綱の手引坂は姥坂などとも呼ばれ、都立三

田高校、赤羽小学校に面し、坂を上った高い台

地には樹木が多く、大木が茂っています。綱の

幼少時代、姥が手を引いて上ったり下ったりし

たことに由来して、“綱が手引坂”と呼び、“姥坂”

とも言ったのでしょう。 

　木立に囲まれた静かな綱坂・綱の手引坂の

周辺には、綱町三井倶楽部や簡易保険事務所、

イタリア大使館などの著名な建物が立ち並んで

います。 

　遥か昔の剣勇伝説に思いを馳せながら、皆

さんも坂めぐりをしてみてはいかがでしょうか。 

　三田特集の今回は、慶應義塾図書館旧館の玄関

ホールに設置されている大理石彫刻『手古奈』をご

紹介しましょう。 

　彫刻家・北村四海(1871～1927)による『手古奈』

は、慶應義塾創立50年の図書館建設に合わせて北

村本人から寄贈されました。しかし、昭和20年(1945）

の空襲とその後の混乱により破損してしまい、今も

見る者には痛々しく感じられます。戦禍の痕跡をと

どめるため、修復はあえて最小限になされたとい

うことです。長らく塾内の倉庫に保管されていまし

たが、60余年ぶりに公開されました。 

　『手古奈』とは万葉集にも詠まれた絶世の美女の

ことで、今の千葉県市川市真間にその伝説が語り

継がれており、真間には今でも、『手古奈』が毎日水

を汲みに来た井戸が残されているそうです。彫刻

の手古奈のそばにも“甕”が置かれています。北村

によるこの『手古奈』は、美しいのはもちろんですが、

被災の跡が生々しく、生命の大切さを一層けなげに訴えてきます。 

　明治を代表する大理石彫刻家・北村四海は、長野の宮大工の家に生まれ、幼い頃か

ら芸術的センスを磨いてきました。ブロンズが主流であった当時の彫刻界において、

本格的に大理石彫刻をパリにて学び、安田善次郎

などのパトロンにも恵まれました。現存する作品

は他にも、旧安田楠雄邸（文京区）、東京国立近代

美術館などに所蔵されています。 
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　港区には大きな川がなく、「橋」は古

川に架かる小橋と運河の多い芝浦港南

地区に集中しています。今回ご紹介する

三田１丁目の北側の地域には赤羽橋・中

之橋・新堀橋などがあり、それぞれが麻

布地区に架かる橋です。 

　文政１１年（１８２８）の地図によると、現

在の三田１丁目あたりには有馬玄蕃等の

大名屋敷があり、橋には「アカハ子ハシ」

が、通りには「アカハ子」の名が書かれて

います。図には中之橋も描かれています。

池波正太郎著『鬼平犯科帳 本門寺暮雪』

には“長谷川平蔵は江戸城の西面を赤

坂へ出て、増上寺をすぎ、赤羽橋へ出た。

役宅から二本榎までは二里ほどである”

と赤羽橋が登場しています。 

　昔このあたりには土器職人が多く居住し、

赤い素焼きの土器「赤埴」がこの地の呼

称となり、いつの頃よりか「赤羽」の字に

書き改められたとも言われています。江

戸時代の初めまでは、赤羽川の水を利用

した水田でしたが、明暦年間（１６５５～５８）

に久留米藩有馬家の上屋敷となりま

した。明治４年（１８７１）屋敷跡は明治

政府工部省に属し、翌５年（１８７２）赤

羽川・赤羽橋にちなんで赤羽町と名

づけられました。この藩邸内にあった久

留米から分祀された水天宮の社は、明治

５年に現在の日本橋蛎殻町に移されました。 

　現在の赤羽橋は昭和４９年（１９７４）に
完成。幅３０メートル・長さ１７.５メートル

で古川に架かる国道１号線の橋として交

通の要所であるとともに、ここから見る

東京タワーは絶景です。中之橋は、新堀
橋架設以前に赤羽橋と一之橋との間に

あったことからついた橋名で、大正１５年

（１９２６）に鋼橋となり、昭和６０年（１９８５）

に架け替えられました。 

　新堀橋は旧芝区新門前町にあった橋
で新門前橋と呼ばれていました。現在の

橋は昭和４４年（１９６９）に完成。車１台が

やっと通れる幅２．７メートルの狭い橋です。 

　大きく蛇行しながら流れる古川は、そ

の上を高速道路が通るまさに大都会の

川です。川底も見えず黒く淀んではいま

すが、いつの日にか橋の上から魚影が見

られるようになると思いたいですね。 
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『芝地区地域情報誌』は、地域の皆さんとともに創る情報誌です。芝地区の「いい話」を紹介したり、様々な行事や活動の情報
を交換したり、地域の皆さんと一緒に地域のことを考えていく場として、地域情報誌を発行しています。 
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第 第 号 号 

芝 
1～5

虎ノ門 
1～5

芝公園 
1～4

三田 
1～3

西新橋 
1～3

東新橋 
1・2

海岸 
1

新橋 
1～6

愛宕 
1・2

浜松町 
1・2

芝大門 
1・2

第１５号の表紙は 

三田 エリアの 話題です 




